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子どもの健やかな成長に寄与することを目的に教育玩具の輸入・開発・販売とあそび環境開発を行う株式

会社ボーネルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、あそびの専門企業としてこれま

で培った知見を活かして、明星大学教育学部教授・保育学博士 星山麻木先生との共催で、多様性の時

代に生きる子どもの発達やあそびについて学べるオンラインセミナーを、3月 19日（金）に実施します。 

 40年間で蓄積した知見をもとに、子どもの発達やあそびについてオンラインで学べるセミナーを開催   

子どもの多様性を重んじ、ひとりひとりの個性にあわせた教育が昨今必要とされる中、教育現場の方々

には、子どもの成長や発達とより真摯に向き合って接することが求められています。また、女性の社会進

出が進んで共働き世帯も多くなり、子どもと向き合ったり、遊んだりできる時間が少なくなったこともあり、

もっと子どもの内面や発達について理解したい、遊び方も知りたい、という保護者の声も多く聞かれます。

こうした中だからこそ、子どもの成長・発達や、それに必要なあそびへの理解を深めることの重要性がよ

り高まっています。 

ボーネルンドは「あそびの専門企業」として、創業から約40年間、世界の教育玩具の輸入販売やあそび

場の開発・運営を通じ、子どものあそびと成長・発達に関する知見や親子の声を蓄積してきました。2020

年には、こうした知見を活かして、子どもの多様性と向き合いながらよりよい子育てをするヒントを提供し

たいという思いで、星山麻木先生と協業し、子どもの心や発達、特別支援について学べる「発達サポータ

ー育成講座」を当社あそび場施設で開催しました。当講座は、小中学校教職員・幼稚園教諭・保育士・

学童指導員から一般の保護者まで、総勢約30名に受講いただき、「大変ためになった」「深い学びを得

た」との声を多くいただきました。 

このたび、より幅広い地域の、より多くの子育てに関わる方に、星山先生と当社の知見やノウハウを余

すことなくお伝えできるよう、オンラインで特別セミナーを開催することにいたしました。今の時代に向き

合いたい子どもの多様性をテーマに、ひとりひとり違う個性を持つ子どもの発達やあそびについての学

びをお届けします。当セミナーは2部制となっており、第1部は「星山麻木先生の基調講演」で、第2部は

「星山先生 × ボーネルンド副社長 中西みのり 特別対談」を予定しており、第2部の対談では、多様性

の時代に必要なあそびの役割と諸外国の取り組みを、事例とともにご紹介いたします。セミナーの時間

は19:00～のため、仕事帰りの先生方や一般の保護者の方にもご参加いただけます。 

セミナー詳細のご確認や受講のお申込みは、以下のリンクもしくは右記のQRコードより

行っていただけます。 

https://www.bornelund.co.jp/page/child-seminar_2103 

 

 オンラインセミナー概要                                                   

 日 時 ： 2021年 3月 19日（金） 19:00～20:45頃 

 場 所 ： Zoomウェビナーでのオンライン開催（詳細はお申込みいただいた方へ別途ご連絡） 

 対 象 者 ： 教育関係者、一般の保護者など 

 参 加 費 ： 3,000円（税込） 

 定 員 ： 80名 ※定員となり次第、受付終了となります 

  内 容 ： 

明星大学教育学部教授・保育学博士 星山麻木先生と共催 

多様性の時代に生きる、子どもの発達やあそびについて学べる 

オンラインセミナーを 3月 19日に開催 

https://www.bornelund.co.jp/page/child-seminar_2103


1）星山先生【基調講演】約 30分 

・ 発達サポーター育成講座について 

・ 多様性やインクルーシブについて 

2）星山先生×ボーネルンド副社長 中西みのり【特別対談】約 40分 

・ 「多様性の時代」に子どもたちにできること 

～あそびの役割と諸外国の取り組み～発達サポーター育成講座について 

  登 壇 者 ：  

【明星大学教育学部 星山麻木教授】 

東京大学大学院医学系研究科（母子保健学）博士課程修了。保健学博士。日本

音楽療法学会認定音楽療法士。一般社団法人こども家族早期発達支援学会会

長、星と虹色な子どもたち代表。NHK E テレ すくすく子育て、ウワサの保護者会、

発達障害の子どもたちとともに 監修出演など。 

 

 

【ボーネルンド副社長 中西みのり】 

マーケティング、商品、企画・設計・デザイン部門を統括。1992 年から５年間、ロ

ンドンの大学でマーケティング、インテリア・建築デザインを学ぶ。1999 年にボー

ネルンド入社。コロナ禍でも子どもが遊ぶ機会を奪ってはならないと、世界中のパ

ートナーと協働中。 

 

 

【 ボーネルンドについて 】 

ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健やかな成長に寄与するため 1981年に設立し、一貫して“あそびの
道具と環境”を提供する事業を展開。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”

を提案、全国 73 ヶ所で店舗を展開しています。同時に幼稚園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教
育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は国内約 3 万 5 千ヶ所ま
で拡大しています。また、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそびを体
験できる室内あそび場「キドキド」事業をスタート。全国 18 ヶ所、年間 277 万人以上、「キドキド」のノウハウを
取り入れた地方行政の室内あそび場を含めると全国約 30 ヶ所、年間 350万人以上の親子が訪れています。 

 

 【報道関係の方のお問い合わせ先】 
 

株式会社ボーネルンド 広報室 

担当：西山、村上 

℡：03-5785-0860、080-5901-3591 

e-mail public-relations@bornelund.co.jp 

 

【一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）】 
 

株式会社ボーネルンド 

℡:03-5785-0860（月〜金 10:00〜17:00） 
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